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スピーカー紹介 大塚 和彦（おおつか かずひこ）

株式会社システムコンシェルジュ
取締役 兼 Chief Innovation Officer

略歴
1967年、埼玉県生まれ。幼少期にゲームを禁止され、どうしてもゲームがやりたい
のでアセンブリ言語とBASIC言語でゲームプログラムの開発を行う。
大学卒業後、営業職を希望し、リコー情報システム株式会社（現リコージャパン）
に入社。MA事業部にて、主に新規顧客開拓、新規事業立ち上げに関わる。その
後も数社に転職し、ほとんどが新規顧客開拓、新規事業立ち上げに関わる経験を
もつ。

2023年4月、株式会社システムコンシェルジュ
に入社し、イノベーション活動（事業創出など）を行いながら、業務・インフラ・アプリ
ケーションなど多種多様な経験から、お客さまのお悩みを解決するコンシェルジュとし
て活動を行なっている。

20代：新卒から入社2年目頃から新規事業や新規顧客、新しいソリューション創造に関わる
30代前半：家業の製麺会社にてラーメン店、中華料理店に食材を提供
30代後半：大手SI関連会社にて新規顧客、新規事業に関わる
40代前半：海外製品の日本法人立ち上げ、および別会社の新規事業の立ち上げ
40代後半：大手SI会社のオープンソース事業に関わる
50代前半：2019年2月にIPOしたプロジェクト管理／ナレッジ管理の会社に関わる
現在 ：新規事業、新規顧客、IPOなどの経験を活かし、イノベーション管理ツールをベースとした

価値創造の仕組みや方法論のサービス提供
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プロジェクト管理

事業継続



自己紹介

本セミナーの目的

当社のサービス

会社紹介

イノベーション・マネジメントシステムについて

資料のご案内 / アンケート

アジェンダ

イノベーション・マネジメントシステムの実装例



会社概要

会社名 株式会社システムコンシェルジュ 設立 2005年7月26日

代表取締役 飯田 健夫 資本金 1,000万円

所在地 東京都千代田区神田錦町2-11-7 従業員数 45名（役員・従業員・契約社員含む）

TEL 03-5577-5735 事業内容
・イノベーション創出・組織文化醸成事業
・ビジネスプロセスアウトソーシング（BPO）事業
・ジェネレーティブプロバイダー事業

拠点

大阪オフィス
大阪府大阪市北区曾根崎新地2-3-13 若杉大阪
駅前ビル803号室

宮古島オフィス
沖縄県宮古島市平良字西里1018番地１
マティダヒルズ102号

主な取引先
（５０順）

株式会社エヌオーイー
株式会社飯田産業
岐阜女子大学
株式会社SOYOKAZE
株式会社スコープ
田島ルーフィング株式会社
TIS株式会社
株式会社ヒューマントラスト
株式会社阪急交通社
株式会社マクシスコーポレーション
メディカル・データ・ビジョン株式会社
株式会社ユニマットライフ

福利厚生

関東ITソフトウェア健康保険組合
福利厚生サービス：リロクラブ
オフィス内：リフレクソロジー / カイロプラク
ティック / ロルフィング / コーヒー無料
退職金制度

会社概要



事業内容

ジェネレーティブプロバイダー事業

イノベーション創出・組織文化醸成事業

イノベーションおよびデジタルトランスフォーメーション（DX）の方法論を基軸とした３つのプロダクトの販売、設定、組織定着および活用支
援などを展開しています。

イノベーション管理 プロジェクト管理 ナレッジ管理 ワークフロー RPA（業務自動化）

ビジネスプロセスアウトソーシング（BPO）事業

情報システム部門やマーケティング部門の業務アウトソーシングを請け
負います。

他社から導入した製品やサービスが期待通りではなかったなどのお悩
みや、新規事業創出やイノベーションためのリソースが調達できない場
合などのお悩みなどに対応します。

私たちはお客さまのお悩みから、多種多様な解決方法論を提案し、方法
論からツールなどの具体的な技術手段へブラッシュアップし、導入から
運用支援、活用支援まで行います。
RFP作成などお客さまに負担をかけずにお悩みを解決するための伴走を
行いながらツール導入や基盤構築を提供するのがジェネレーティブプロ
バイダーです。



当社の強み

当社の強み

堅牢なIT基盤がなければアプリケーションを稼働させることはできません。私たちはThe Linux Foundationとい

う組織を支援する日本を代表するエンジニアを技術顧問とし、最新のIT技術を求めつつ、過去の技術にも目

を向けお客さまが求める最適な技術の探求とサービス提供を行います。

IT Infrastructure（IT基盤技術）

IT Practices（成功と失敗によって研鑽される方法論）

ツールや技術自体は価値とはいえません。価値を感じてくれるお客さま、喜んでくれる方々がいて価値に変

えることができます。予測不可能な社会のなかで継続的な価値を提供するために、日本初の国際標準企画

ISO56002（イノベーション・マネジメントシステム）の認証を取得し、他では実践していないイノベーショ

ンの仕組みを作りました。この仕組みや方法論をお客さまへサービス提供し、「私たちからお客さまへ」

「お客さまから私たちへ」それが私たちの考えるチームワークと価値あるサービスの方法論です。

IT Tools（先進的なツール活用）

変化に素早く対応するには、活用できる技術やツール、ライブラリなどを知り、実際に利用することが重要

です。私たちはITツールや技術を探求し、実際に体感することで最高のサービスが提供できると考えていま

す。私たちの社内では多くのツールを活用しています。



当社の強み

日本国内初のISO56002（イノベーション・マネジメントシステム）の認証取得

人材育成・組織開発に関するアワード受賞

イノベーションの国際標準規格「ISO56002」とは
「ISO56002」は、世界中のイノベーションを起こした企業のマネジメント手法を分
析し、考え方や方法論を体系化したイノベーション・マネジメントシステムの国際
標準規格です。新しい価値を創出し、価値の継続と向上を実現するためのガイドラ
インです。

【ラーニングイノベーションアワード2023】とは
人的資本情報の開示が義務化され、人的資本経営への注目が日々高まる中、多くの日
本企業が人材投資による取り組みを加速しています。ALL DIFFERENT株式会社は、
人材育成に取り組む企業に様々な事例を紹介し、新たな知見や視点を提供するために、
年に一度「ラーニングイノベーションアワード」を開催し、人材育成・組織開発にお
いて優れた取り組みを行っている企業を表彰しています。ラーニングスパイラル賞は、
「気づく」「学ぶ」「できる・変わる」「続ける」の全ステップを構築し、実効を上
げている企業に授与されます。



主要な顧客

旅行・観光業界 金融・保険業界

製造業界

介護・ヘルスケア業界

広告・メディア業界

その他、人材派遣・飲食など

IT業界



イノベーション・マネジメントシステムに関する関係チャネル

ISO56001 /ISO56002策定への協力

フレームワーク開発

世界最大規模
イノベーション研究機関

Global Innovation Management Institute（GIMI）

方法論

ISO56001/ISO56002認証審査

ISOに関する情報

IDEASCALE（アイデアスケール社）

イノベーション活動に関する事例

事例・活用例

公益社団法人
日本文書情報マネジメント協会(JIIMA) 日本ナレッジ・マネジメント学会

一般社団法人
Japan Innovation Network（JIN）

IMSに関する概念文書情報管理の方法

ナレッジ管理の方法
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本セミナーの目的

1.イノベーション・マネジメントシステム（IMS）の必要性の理解

（主にISO56001に関する概要 / ISO56001とISO56002の差分など）

2. イノベーション・マネジメントシステム（IMS）の概要の理解

3. 株式会社システムコンシェルジュのサービスの理解
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イノベーション・マネジメントシステムについて

はじめに

ISO56000シリーズ

ISO56001の基本

ISO56002との差分



なぜ、イノベーション・マネジメントシステム（IMS）が必要なのか？
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イノベーション・マネジメ
ントシステムについて

なぜ必要なのか？

イノベーションは
管理可能なのか？

イノベーションを“偶然”ではなく“意図的に”起こすため

価値を継続的に生み出し、競争力を保つため

組織全体を巻き込む文化と仕組みをつくるため

不確実性とリスクを“管理しながら”挑戦するため

外部からの信頼を得るため（パートナー・投資家・顧客など）

なぜ国際標準規格化
されたのか？

IMSに取り組まない
とどうなるか？



イノベーションは管理可能なのか？
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イノベーション・マネジメ
ントシステムについて

なぜ必要なのか？

イノベーションは
管理可能なのか？

なぜ国際標準規格化
されたのか？

IMSに取り組まない
とどうなるか？

イノベーションは偶然の産物であり、
管理できない

管理できないと感じる理由 実際の考え方

発想は偶然でも、それを拾い、形にし、評価
するプロセスは設計できる（＝管理できる）

管理＝ルールで縛ること
「自由に考えられる環境」や「挑戦を評価す
る文化」を仕組みで支える

制度を作っても現場は動かない
トップのコミットメント＋現場の巻き込み＋評
価と改善のサイクルが前提

成功したイノベーションは
再現できない

単発の成功は偶然でも、「成功が生まれやす
い流れ」は再現可能



検討メンバー

マネジメント

経営

イノベーションは管理可能なのか？
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イノベーション・マネジメ
ントシステムについて

なぜ必要なのか？

イノベーションは
管理可能なのか？

なぜ国際標準規格化
されたのか？

IMSに取り組まない
とどうなるか？

個人の価値観によって
変更される

情報 アイデア 企画書 コンセプト

すべて同じ情報として
取り扱われ、見当違い
な方針が出される

個人の価値観によって
変更される

コンセプトの価値が変
わってしまう

コンセプト

それ以外にも、情報元が特定領域や外部情報のみという偏った情報で機会を特定してしまうというケース
がある。



検討メンバー

マネジメント

経営

イノベーションは管理可能なのか？
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イノベーション・マネジメ
ントシステムについて

なぜ必要なのか？

イノベーションは
管理可能なのか？

なぜ国際標準規格化
されたのか？

IMSに取り組まない
とどうなるか？

個人の価値観によって
変更される

情報 アイデア 企画書 コンセプト

すべて同じ情報として
取り扱われ、見当違い
な方針が出される

個人の価値観によって
変更される

コンセプトの価値が変
わってしまう

コンセプト

それ以外にも、情報元が特定領域や外部情報のみという偏った情報で機会を特定してしまうというケース
がある。

イノベーションの仕組みが必要になっている



なぜ国際標準化されたのか？
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イノベーション・マネジメ
ントシステムについて

なぜ必要なのか？

イノベーションは
管理可能なのか？

なぜ国際標準規格化
されたのか？

IMSに取り組まない
とどうなるか？

https://innovation.systemcon.co.jp/feature/iso-innovation-standards/

共通言語化する

イノベーションを起こしやすくする

協働・共創ビジネスの推進

企業の将来への安心感

さまざまなISOを連携・統合

ですが注意点もある。

（正しく理解しないと機能しない）



イノベーション・マネジメントシステム（IMS）に取り組まない弊害
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イノベーション・マネジメ
ントシステムについて

なぜ必要なのか？

イノベーションは
管理可能なのか？

なぜ国際標準規格化
されたのか？

IMSに取り組まない
とどうなるか？

分類 弊害の内容 説明・影響

戦略の欠如 イノベーションがバラバラで場当たり的になる
「何のために」「どこを目指して」いるのかが不明確なため、時
間・コストのムダが発生する

属人化 一部の人のアイデア頼りになる
特定社員に依存し、担当者が異動・退職するとノウハウが
失われる

再現性の欠如 成功・失敗の学びが蓄積されない
組織に知見が残らず、同じ失敗を繰り返す。成長サイクル
が生まれない

リスクへの無防備さ 不確実性への備えがなく、失敗時に混乱する
チャレンジが少なくなり、守りに入りがち。イノベーション文化が
萎縮する

部門間の分断 サイロ化して連携できない
アイデアが埋もれる、知識が共有されず、横断的な取り組み
が進まない

社外との連携が弱まる パートナーや投資家から信頼されにくい
共通のフレームがないため、オープンイノベーションや共同開
発の障害になる

人材の成長機会を奪
う

社員の挑戦意欲が失われる
提案しても活かされない風土になり、離職やモチベーション
低下を招く

変化に取り残される 環境変化に対応できず、競争力が低下
顧客ニーズの変化や新技術に反応できず、市場からの存在
感を失っていく

代表的な弊害（一部、もしくはすべてが発生する）



イノベーション・マネジメントシステムについて

はじめに

ISO56000シリーズ

ISO56001の基本

ISO56002との差分



ISO56000シリーズについて
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ISO56000シリーズ

ISO56000シリーズ
について

2013年に設立された50ヶ国以上が参加するISO/TC279というイノベーションマネジメントシステム（Innovation 
Management System, IMS）のISO技術委員会より、2019年7月にイノベーションの国際標準規格として策
定されたものがISO56002（イノベーション・マネジメントシステム）です。
そして2024年9月10日にISO56001が発表されました。
この規格は、企業や組織が効率的にイノベーションを管理し、持続可能な競争優位性を維持するためのフレームワー
クを提供します。

マネジメント規格

基本規格

個別規格

2024年9月10日発行

2019年7月発行
2023年：JIS規格化
JIS Q 56002:2023イノベーション・マネジメントシステム 



イノベーション・マネジメントシステムについて

はじめに

ISO56000シリーズ

ISO56001の基本

ISO56002との差分



ISO56001（イノベーション・マネジメントシステム）の概念図
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ISO56001の基本体系

ISO56001の基本体系

ISO 56001の基本体系は、ISO56002と同じとなります。

ISO56001の基本体系

章 タイトル

1 適用範囲

2 引用規格

3 用語及び定義

4 組織の状況

5 リーダーシップ

6 計画

7 支援体制（サポート）

8 活動

9 パフォーマンス評価

10 改善

要求事項の関連図

組織の状況

リーダーシップ

計画

支援体制

活動

パフォーマンス

改善



各要求事項との関連図（管理レベル）
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ISO56001の基本体系

ISO56001の基本体系

要求事項の関連図

組織の状況

リーダーシップ

計画

支援体制

活動

パフォーマンス

改善



組織の状況

28

ISO56001の基本体系

ISO56001の基本体系

要求事項の関連図

組織の状況

リーダーシップ

計画

支援体制

活動

パフォーマンス

改善

https://systemcon.co.jp/resources/articles/press/press-20240918/

「組織の状況」に対応するための無料でスモールスタートでき
る方法を公開中です。
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ISO56001の基本体系

ISO56001の基本体系

要求事項の関連図

組織の状況

リーダーシップ

計画

支援体制

活動

パフォーマンス

改善

トップメッセージ：決意表明と意思を伝える
現場との対話：（例：未来トーク、1 on 1など）
ランディングページ：すべての活動が公開される
ハンドブック：認知活動をするためのハンドブック

認証取得：
ISO56001認証取得によって、認知度が組織全体に広まる

イノベーション管理ツール「IDEASCALE」のランディングページ機能

イノベーション活動⽅針

株式会社システムコンシェルジュ（以下、当組織）の基本的な活動⽅針は以下の３つとなります。

Hospitality

私たちは⼼からお客さまを迎え、温かいおもてなしの気持ちでサービスを提供します。お客さまのさま
ざまな要求に対応し、急速に変化する状況でも快適で安⼼感のあるワークスタイルを提供するために、

IT技術と経験を活かして努⼒します。私たちはお客さまを⼤切にし、彼らに特別な体験を提供すること
を⾮常に重要視しています。

Innovation

私たちが⽬指すのはイノベーション活動を⽇常的な活動にすることです。私たちは業界の常識にとらわ
れず、常に新しいアイデアと⾰新的な⽅法を考え、新しい価値を提供することお約束いたします。私た

ちは新しいテクノロジーやトレンドなどいち早く取り⼊れ、お客様にとってより良い体験を提供するた
めに努⼒します。

For The Team

私たちは利益だけを追求するのではなく、お客様を含めたチーム全体の協⼒とチームワークを重要視し
ています。お互いを尊重し、助け合いながら働きます。私たちは分断されず、⼀つのチームとして連携

し、お客様に最⾼の成果を提供するために全⼒を尽くします。私たちは互いの得意なことを活かし、お
客様との結束を⼤切にします。私たちの成功はチーム全体の⼒によるものであり、共に成⻑することを

⽬指します。

３つの基本的な活動⽅針に従って、お客様を含めたチーム全体へ継続的に価値を⽣み出し、チームへ最
⾼の体験を提供するためにイノベーションを追求します。この⽅針⽂書は、当組織のイノベーション活

動⽅針を説明するものです。

イノベーション活動の⽬的

この⽅針は、イノベーションの重要性を全従業員に伝え、組織全体でのイノベーションの推進と実践を
サポートすることを⽬的としています。

５つの⽅針
•顧客中⼼: 顧客のニーズと期待を満たすための新しい⽅法を常に探求します。

•従業員中⼼:関係する従業員が価値を感じ、⾃らも楽しむことを追求します。
•継続的な学習: 外部のトレンドや技術の変化を常に監視し、学習と適応の機会を追求します。

•リスクの受容: ⾰新的なアイディアを試すことで、失敗から学ぶ⽂化を育成します。

•協⼒とコラボレーション: 内部のチームや外部のパートナーとの連携を促進し、共同で価値を⽣み出し
ます。

イノベーション活動体制イノベーション活動
プロセス

組織の状況

外部・内部の状態と変化

機会の特定

（アイデア収集）

コンセプトの創出

コンセプトの検証

ソリューションの開発

ソリューションの導⼊

マイルストン
チェック

マイルストン
チェック

外部・内部のインプット情報を
登録してください。

継続的な成長や改善には、 皆さまからの情報が重要です。

以下のサイト に情報を登録してく ださい。
情報収集および取得について | ナレッジベース管理 (ones.com)

【 関連文書】
情報収集および取得について
IM S1 -00 4｜価値提案制度規定（ 細則）

株式会社システムコンシェ ルジュ イノ ベーショ ン活動 ハンド ブッ ク

2023年7⽉1⽇作成
2023年10⽉1⽇改定

要求事項の要約
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ISO56001の基本体系

ISO56001の基本体系

要求事項の関連図

組織の状況

リーダーシップ

計画

支援体制

活動

パフォーマンス

改善

イノベーション活動⽅針

株式会社システムコンシェルジュ（以下、当組織）の基本的な活動⽅針は以下の３つとなります。

Hospitality

私たちは⼼からお客さまを迎え、温かいおもてなしの気持ちでサービスを提供します。お客さまのさま
ざまな要求に対応し、急速に変化する状況でも快適で安⼼感のあるワークスタイルを提供するために、

IT技術と経験を活かして努⼒します。私たちはお客さまを⼤切にし、彼らに特別な体験を提供すること
を⾮常に重要視しています。

Innovation

私たちが⽬指すのはイノベーション活動を⽇常的な活動にすることです。私たちは業界の常識にとらわ
れず、常に新しいアイデアと⾰新的な⽅法を考え、新しい価値を提供することお約束いたします。私た

ちは新しいテクノロジーやトレンドなどいち早く取り⼊れ、お客様にとってより良い体験を提供するた
めに努⼒します。

For The Team

私たちは利益だけを追求するのではなく、お客様を含めたチーム全体の協⼒とチームワークを重要視し
ています。お互いを尊重し、助け合いながら働きます。私たちは分断されず、⼀つのチームとして連携

し、お客様に最⾼の成果を提供するために全⼒を尽くします。私たちは互いの得意なことを活かし、お
客様との結束を⼤切にします。私たちの成功はチーム全体の⼒によるものであり、共に成⻑することを

⽬指します。

３つの基本的な活動⽅針に従って、お客様を含めたチーム全体へ継続的に価値を⽣み出し、チームへ最
⾼の体験を提供するためにイノベーションを追求します。この⽅針⽂書は、当組織のイノベーション活

動⽅針を説明するものです。

イノベーション活動の⽬的

この⽅針は、イノベーションの重要性を全従業員に伝え、組織全体でのイノベーションの推進と実践を
サポートすることを⽬的としています。

５つの⽅針
•顧客中⼼: 顧客のニーズと期待を満たすための新しい⽅法を常に探求します。

•従業員中⼼:関係する従業員が価値を感じ、⾃らも楽しむことを追求します。
•継続的な学習: 外部のトレンドや技術の変化を常に監視し、学習と適応の機会を追求します。

•リスクの受容: ⾰新的なアイディアを試すことで、失敗から学ぶ⽂化を育成します。

•協⼒とコラボレーション: 内部のチームや外部のパートナーとの連携を促進し、共同で価値を⽣み出し
ます。

イノベーション活動体制イノベーション活動
プロセス

組織の状況

外部・内部の状態と変化

機会の特定

（アイデア収集）

コンセプトの創出

コンセプトの検証

ソリューションの開発

ソリューションの導⼊

マイルストン
チェック

マイルストン
チェック

外部・内部のインプット情報を
登録してください。

継続的な成長や改善には、 皆さまからの情報が重要です。

以下のサイト に情報を登録してく ださい。
情報収集および取得について | ナレッジベース管理 (ones.com)

【 関連文書】
情報収集および取得について
IM S1 -00 4｜価値提案制度規定（ 細則）

株式会社システムコンシェ ルジュ イノ ベーショ ン活動 ハンド ブッ ク

2023年7⽉1⽇作成
2023年10⽉1⽇改定

株式会社システムコンシェルジュ内のハンドブック
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ISO56001の基本体系

ISO56001の基本体系

要求事項の関連図

組織の状況

リーダーシップ

計画

支援体制

活動

パフォーマンス

改善

• 概要
• 課題提示
• アイデア提出方法
• アイデア（知財）権利
• その他

目的・テーマの明確化

オーナー・責任者・ファシリテーターの明確化

プロセスの明確化

権限や権力、影響力のある人などが参加していると、アイデア
が出やすくなる

• 活動のスポンサーやオーナー
• モデレータ（ファシリテーター）

機会の特定からコンセプト検証までを具体的なプロセスに設定する。
テンプレートとして活用もできる。
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ISO56001の基本体系

ISO56001の基本体系

要求事項の関連図

組織の状況

リーダーシップ

計画

支援体制

活動

パフォーマンス

改善

• 概要
• 課題提示
• アイデア提出方法
• アイデア（知財）権利
• その他

目的・テーマの明確化

オーナー・責任者・ファシリテーターの明確化

プロセスの明確化

権限や権力、影響力のある人などが参加していると、アイデア
が出やすくなる

• 活動のスポンサーやオーナー
• モデレータ（ファシリテーター）

機会の特定からコンセプト検証までを具体的なプロセスに設定する。
テンプレートとして活用もできる。

マネジメントシステムの源泉となる
重要な要素です。
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ISO56001の基本体系

ISO56001の基本体系

要求事項の関連図

組織の状況

リーダーシップ

計画

支援体制

活動

パフォーマンス

改善

計画・目標の例

要求事項の要約
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ISO56001の基本体系

ISO56001の基本体系

要求事項の関連図

組織の状況

リーダーシップ

計画

支援体制

活動

パフォーマンス

改善

要求事項の要約（大項目）

ISO56002では、12の支援体制でしたが、ISO56001では戦略的インテリジェンスが削除されています。
大項目としては、以下の５つとなります。



支援体制（11の支援体制）
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ISO56001の基本体系

ISO56001の基本体系

要求事項の関連図

組織の状況

リーダーシップ

計画

支援体制

活動

パフォーマンス

改善

要求事項の要約（中項目）

7.1 リソースは、７つのリソースを定義しています。
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ISO56001の基本体系

ISO56001の基本体系

要求事項の関連図

組織の状況

リーダーシップ

計画

支援体制

活動

パフォーマンス

改善

別紙：代表的なインフラの例
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ISO56001の基本体系

ISO56001の基本体系

要求事項の関連図

組織の状況

リーダーシップ

計画

支援体制

活動

パフォーマンス

改善
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ISO56001の基本体系

ISO56001の基本体系

要求事項の関連図

組織の状況

リーダーシップ

計画

支援体制

活動

パフォーマンス

改善
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ISO56001の基本体系

ISO56001の基本体系

要求事項の関連図

組織の状況

リーダーシップ

計画

支援体制

活動

パフォーマンス

改善
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ISO56001の基本体系

ISO56001の基本体系

要求事項の関連図

組織の状況

リーダーシップ

計画

支援体制

活動

パフォーマンス

改善



イノベーション・マネジメントシステムについて

はじめに

ISO56000シリーズ

ISO56001の基本

ISO56002との差分
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ISO56002との差分



ISO56002との差分
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ISO56002との差分
下図の「管理レベル」によって、イノベーションポートフォリオが重要な要素となっている。



自己紹介

本セミナーの目的

当社のサービス

会社紹介

イノベーション・マネジメントシステムについて

資料のご案内 / アンケート

アジェンダ

イノベーション・マネジメントシステムの実装例
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IMSの実装例

全体像

組織と力量

制度・規定・ルール

インフラストラク
チャ

イノベーション組織
または

デジタルトランス
フォーメーション組織

募集キャンペーンの作成
ワークフローに従ってアイ
デアをコンセプトに変換す
る

ワークフローに従ってアイ
デアをコンセプトに変換す
る（レビューと承認）

経営組織
または

マネジメント組織

実行
リリース

イノベーションが必要なことは理解しているが、どのように進めてよいか
わからない。スタンダードな仕組みでスモールスタートから始めたい

課
題

事業部門

営業 マーケティング 製造・開発 顧客・製品サポート

イノベーション・
アンバサダー

関係部門からイノベー
ション・アンバサダーを
選出する

情報もしくはアイデアの登録

分析レポート
投稿者評価など

マネジメントレビュー

人事評価制度

戦略的

インテリジェンス

イノベーション

ポートフォリオ

全体プロセス



組織と力量
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IMSの実装例

全体像

組織と力量

制度・規定・ルール

インフラストラク
チャ

各役割の一覧

戦略的

インテリジェンス

イノベーション

ポートフォリオ

全体プロセス



組織と力量
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IMSの実装例

全体像

組織と力量

制度・規定・ルール

インフラストラク
チャ

力量の証明

戦略的

インテリジェンス

イノベーション

ポートフォリオ

全体プロセス



制度・規定・ルール
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IMSの実装例

全体像

組織と力量

制度・規定・ルール

インフラストラク
チャ

イノベーション・マネジメントシステム(IMS）の規定類と各種文書情報（システムコンシェルジュ作成）

※生成AIによって、質問すると返答される
※版管理はツール機能によって適合
※変更通知は、ツール機能によって適合

戦略的

インテリジェンス

イノベーション

ポートフォリオ

全体プロセス



制度・規定・ルール
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IMSの実装例

全体像

組織と力量

制度・規定・ルール

インフラストラク
チャ

イノベーション・マネジメントシステム(IMS）の規定類と各種文書情報（抜粋）

※生成AIによって、質問すると返答される
※版管理はツール機能によって適合
※変更通知は、ツール機能によって適合

戦略的

インテリジェンス

イノベーション

ポートフォリオ

全体プロセス



制度・規定・ルール（内部監査シート）
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IMSの実装例

全体像

組織と力量

制度・規定・ルール

インフラストラク
チャ

イノベーション・マネジメントシステム(IMS）の内部監査シート（システムコンシェルジュ作成）

戦略的

インテリジェンス

イノベーション

ポートフォリオ

全体プロセス



インフラストラクチャ
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IMSの実装例

全体像

組織と力量

制度・規定・ルール

インフラストラク
チャ

インフラストラクチャなど支援体制に要求される項目は、明確に定義すること

戦略的

インテリジェンス

イノベーション

ポートフォリオ

全体プロセス



戦略的インテリジェンス
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IMSの実装例

全体像

組織と力量

制度・規定・ルール

インフラストラク
チャ

テキストマイニング、生成AI判定によって、新しいインサイトを得る

戦略的

インテリジェンス

トレンド分析

実現性と影響分析

センチメント分析情報のヘルスチェック

イノベーション

ポートフォリオ

全体プロセス



イノベーションポートフォリオ
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IMSの実装例

全体像

組織と力量

制度・規定・ルール

インフラストラク
チャ

イノベーション

ポートフォリオ

戦略的

インテリジェンス

イノベーション・ポートフォリオの例：単一の活動、複数の活動を横断して活動やROI（成果）などが表示

全体プロセス



全体プロセス
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IMSの実装例

全体像

組織と力量

制度・規定・ルール

インフラストラク
チャ

株式会社システムコンシェルジュの特徴
は、イノベーションだけでなく、既存事業
や既存業務の改善活動、ナレッジ管理
のプロセスなどを統合していることが特徴
です。

戦略的

インテリジェンス

イノベーション

ポートフォリオ

全体プロセス



自己紹介

本セミナーの目的

当社のサービス

会社紹介

イノベーション・マネジメントシステムについて

資料のご案内 / アンケート

アジェンダ

イノベーション・マネジメントシステムの実装例



株式会社システムコンシェルジュの製品・サービスメニュー

イノベーション管理 ナレッジ管理 プロジェクト管理

国際標準規格
ISO56002/ISO56001

Global Innovation
Management Institute

国際標準規格
ISO30401/ISO42001

日本文書情報
マネジメント

アジャイル・スクラム
ウォーターフォール

SAFeなど

方
法
論

IT
ツ
ー
ル

アジャイル・スクラム研修
ウォーターフォール研修
ONES Project基礎

イノベーション人材育成研修
デザイン思考研修

イノベーション・ワークショップ
ISO56002概論
IdeaScale基礎

ISO30401概論
ONES Wiki基礎

力
量
・
教
育

支
援 導入支援サポート

運用支援サポート
導入支援サポート
運用支援サポート

導入支援サポート
運用支援サポート

ICTツールをベースにした導入支援サービス



株式会社システムコンシェルジュのサービスメニュー

ISO56001 / ISO56002およびイノベーション関連支援サービス



株式会社システムコンシェルジュのサービスメニュー

イノベーション・マネジメント支援サービス

※導入支援サービス、および運用支援サービスについては、組織の規模や要件に応じて個別見積となります。

月額20万円からスタートできる



株式会社システムコンシェルジュのサービスメニュー（期待効果例）

イノベーション部⾨
または

DX推進部⾨

募集キャンペーンの作成
ワークフローに従ってアイデアをコンセ
プトに変換する

ワークフローに従ってアイデアをコンセ
プトに変換する（ レビューと承認）

経営組織
または

マネジメント組織

実⾏
リリース

事業部⾨

営業 マーケティング 製造・開発 顧客・製品サポート

イノベーション・
アンバサダー

関係部⾨からイノベーショ
ン・アンバサダーを選出する

情報もしくはアイデアの登録

分析レポート

投稿者評価など

マネジメントレビュー

課題

各部⾨単位でカイゼン活動、アイデア出しを⾏なっており、部⾨を超えた視野で
のアイデアやカイゼンが⾏いにくい。

属⼈的（ 属部⾨的） なプロセスややり⽅によって会社全体のナレッジ財産（ 知

識財産） になりにくくなっている。

求めたいこと

オール組織が共通のやり⽅で共通の意識をもって、効果の⾼いカイゼンやイノ
ベーション活動（ 新しい価値の創出） を実現したい。

その共通活動を⾏うことで、オール組織の知識財産として将来に向けて蓄積・活

⽤したい。

実現する
概要図

必要な運営

⼀定期間のスケジュールでアイデアコンテス
トなどを実施（ 例︓四半期） する。

同様に仕組みを運営している会社組織で
は、四半期ベースが多い。

第1四半期 第2四半期 第3四半期 第4四半期

開始宣⾔

アイデア出し〜コンセプト

選出・評価

マネジメントレビュー

判定

実⾏プロセスへ移⾏

必要な体制

備考主な役割役割

活動の⽬的や意図を理解し、全体に意図を伝達する。
組織横断的な俯瞰した視点をもち、全体の活動を管理す

る役割を担います。
推進リーダー（座⻑）

※IdeaScale社より⽀援可能で
す。

各⼈員や部⾨を結合させるためのイベントやセレモニー
を開催し、意識とモチベーションを⾼める。司会進⾏役

的な役割を担います。
推進ファシリテーター

アイデアやコンセプトを評価し、次のフェーズへ移⾏す
る判断を⾏う役割を担います。理想は⼀個⼈ではなく、

数名のチームで評価・検証を⾏うことが望ましい。
推進モデレーター

さまざまな情報ソース、または部⾨から情報やアイデア、
課題を収集し、新しい価値や既存事業のカイゼン、価値

向上のために組織にアウトプットを⾏う役割を担います。
推進メンバー

期待効果

場当たり的な活動ではなく。予定された期間に限定して実施することで業務調整が
⾏いやすくなり、活動が継続されやすくなる。そのため組織に新しい価値やカイゼンが

継続的にうまれる。
イノベーション活動に取り組む組織では、投資家や株主からの評価も⾼くなり、時価

総額も増加傾向になる。※価値協創ガイダンス2 . 0にも対応



情報公開サイト：イノベーション・ワールド

https://innovation.systemcon.co.jp/

私たちの知識・ノウハウを公開



自己紹介

本セミナーの目的

当社のサービス

会社紹介

イノベーション・マネジメントシステムについて

資料のご案内 / アンケート

アジェンダ

イノベーション・マネジメントシステムの実装例



アンケート / 特典

以下の資料をご案内させていただきます。

アンケートにお答えいただいた方へ、

• 本日のセミナー資料（PDF版）
• ホワイトペーパー：日本企業の未来を拓くイノベーション管理（PDF版）



ご清聴いただきまして誠にありがとうございました。

03-5577-5735

お問い合わせ

t-mkt@systemcon.co.jpメール：

電話：

WEB： https://systemcon.co.jp/contact/
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